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Microwave Engineering 2 units (selection)

Atsushi Takada · Professor / Communications and Controls, Department of Electrical and Electronic Engineering

Target〉 近年，電気信号処理速度の高速化に伴い，電子回路において高周波• マ
イクロ波回路を用いる領域が著しく増大している．光ファイバ通信や無線通
信などの通信システムにおいてもマイクロ波の利用が必須となっている．こ
の講義により，マイクロ波˜光波の伝搬，伝送線路，アンテナ等の基本部品の
基本原理を理解する．

Outline〉 まず，マイクロ波回路は分布定数回路としての取扱いが必要である．そ
の基礎を復習し，伝送路の整合方法を講述する．次にマイクロ波伝送に用い
られる伝送路とその電磁波伝送特性，回路素子について述べる．更に，アン
テナからの電磁波の放射，電磁波伝搬について講述する．また，演習・レポー
トで理解を深める．数回の授業では授業中に小テストを行う．

Keyword〉 distributed constant circuit, electromagnetic wave
Fundamental Lecture〉 “Electromagnetic Theory (I) and Exercise”(1.0), “Elec-

tromagnetic Theory (II) and Exercise”(1.0), “Electromagnetic Theory (III)”
(1.0), “Electrical Circuit Theory (I) and Exercise”(1.0), “Electrical Circuit
Theory (II) and Exercise”(1.0)

Relational Lecture〉 “High Frequency Measurements”(0.5)

Requirement〉 電磁気学 3を履修しておくことが望ましい．
Notice〉「電気磁気学 1，2，3」，「電気回路 1，2」で学ぶ内容が基礎となるので，
これらを十分理解しておくことが望ましい．

Goal〉
1.分布定数回路の基本的性質を理解すること．(授業計画番号 1∼ 2)
2.伝送線路のインピーダンスを理解し，基本的な計算ができること．(授業計
画番号 3∼ 12)

3.ダイポールアンテナ等の原理を理解し，基本的な計算ができること．(授業
計画番号 13∼ 14)

Schedule〉
1.交流信号の複素表現と分布定数回路の基礎 (教科書 1.1-1.2節)
2.反射と定在波 (教科書 1.3節)
3.入力インピーダンス (教科書 1.4節)
4. 4分の 1波長線路 (教科書 1.5節)
5.平面波とその他の電磁波 (教科書 2.1-2.3節)
6.同軸線路・マイクロストリップ線路 (教科書 2.4節)
7.導波管伝送路 (教科書 2.5節)

8.表面波伝送路 (教科書 2.6節)
9.散乱行列表現 (教科書 3.1節)

10.回路整合・共振回路 (教科書 3.2節)
11.マイクロ波・ミリ波材料の特性 (教科書 4.1節)
12.可逆回路と非可逆回路 (教科書 4.2節)
13.電気ダイポールからの放射と開口面からの放射 (プリント)
14.アンテナの基本特性とマイクロ波伝送 (プリント)
15.定期試験
16.試験の返却と解説等まとめ

Evaluation Criteria〉 数回の授業では授業中に小テストを行う．定期試験と小テ
ストの成績，演習・レポートの提出状況を総合して評価する．試験 (小テスト
と定期試験)80%点，演習・レポートは 20%で評価する．合計 60%以上を合格
とする．

Relation to Goal〉 (D)専門基礎 30%，(E)[主目標]専門分野 (電気電子システム)
70%

Textbook〉
�内藤著「マイクロ波 ·ミリ波工学」コロナ社
�プリント

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216414
Student〉 Able to be taken by night course student of same department
Contact〉
⇒高田(E棟C3，656-7465, takada@ee.tokushima-u.ac.jp) (Office Hour: (火)

13:30-14:30，(木)16:30-17:30))
Note〉 授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復
習をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要で
ある．
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